
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６６５

基盤研究(C)（一般）

2015～2012

「検閲」と文学言説の統制をめぐる超域的文化研究

Transnational Cultural Studies on Censorship and Control of Literature Discourse

２０１９５６７１研究者番号：

紅野　謙介（KONO, Kensuke）

日本大学・文理学部・教授

研究期間：

２４５２０２３５

平成 年 月 日現在２８   ６ １６

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：2014年8月、私たちは韓国の研究者とともに『検閲の帝国──文化の統制と再生産』（新曜
社）と題した大部の論文集を完成させた。このなかで日本とその植民地であった朝鮮半島の検閲体制の差異、日本にお
ける敗戦と連合軍の占領下、またサンフランシスコ講和条約以降の歴史的変化を追究し、相互に関係し、補完し合って
いることを明らかにした。2016年2月、ハングル版「検閲の帝国」を韓国で刊行。これを記念して、3月26日にソウルで
編者５名および韓国側の執筆者、翻訳者、大学院生たちを前に講演を行い、質疑を交わした。「ハンギョレ新聞」や「
京郷新聞」など韓国の新聞各紙で大きく書評にとりあげられるなど大きな反響があった。

研究成果の概要（英文）：We completed "the empire of censorship " (新曜社) in August, 2014. In this book 
we investigated the difference of the censorship system between Japan and the Korean Peninsula, and 
researched how the double system has changed in the postwar scene. We made clear that the system 
supplemented it mutually. In February, 2016, "an empire of the censorship" for Hangul Alphabet was 
published in Korea. In commemoration of this, we held an international conference in front of five 
editors and writer, translator of the Korean side, graduate students in Seoul on March 26. It was greatly 
taken up with each Korean newspaper by a book review, and there was a big reaction.
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1. 研究開始当初の背景  
⑴文学研究とナショナリティの閉域  
	 近代文学は当初から大きなアポリアを

抱えていた。人もモノも言葉も、空間を

横断することによって生み出され、その

交差は拡大しつづけているにもかかわら

ず、国境で区切られた線のなかで文学が

成立したという幻想を、みずからに言い

聞かせ、確認しつづけなければならなか

ったからである。日本近代文学の研究に

おいても、西欧化の影響は測定されなが

らも、東アジアとの複雑な関係が意識さ

れるようになったのはこの十数年ほどの

ことである。かつて近代文学研究がアカ

デミズムのなかに位置を占めていく過程

は、同時に日本の特異性を「発見」して

いくことと平行していた。  
⑵文学研究における対話  
	 こうした日本近代文学研究の閉域に風

穴をあけるために必要なことは、外国籍

の研究者による「日本近代文学研究」と

の対話もさることながら、そこにとどま

ることなくそれぞれの国民国家と密接な

関係をもつ当該国の「近代文学研究」と

の対話である。それをひとまずは隣国、

大韓民国に求めた。韓国近代文学の研究

では、旧植民地時代の記憶から日本の痕

跡を消去することが長く課題とされた。

近代以前においても近代以降においても、

濃密な交流・葛藤・軋轢の体験が積み重

ねられたにもかかわらず、それらは片隅

にうち捨てられていたのである。それぞ

れの近代文学、そしてその近代文学をめ

ぐる研究の言説はいずれも国家の境界の

内のりで成立していた。  
	 韓国人による日本近代文学研究も十分

な質と量を持ってきているが、しかし、

依然としてその大勢は「日本近代文学」

の言説圏に接近することを目指してしま

う。そこで「日本近代文学」をめぐる外

国人研究者が増えることを喜んでいるか

ぎり、ナショナリティの陥穽から逃れる

ことはできない。  
	 むしろ、韓国近代文学研究者との積極

的な対話を通して、あらためて「日本近

代文学」「韓国近代文学」という対象とそ

れを自明のものとする言説をいったん括

弧に入れ、双方の文学や文化に編み込ま

れている痕跡から、交渉と変容、折り返

しやもつれを探ることとした。  
 
2. 研究の目的  
	 本研究では、東アジアにおける 19 世
紀から 20 世紀にかけて帝国 -植民地で展

開された「検閲」と文学言説の文化統制

の実態究明、および日本と韓国、USA の
あいだで激しく葛藤しながら織りなされ

た検閲制度の変遷と転移の歴史的過程を

解明することを目的とする。歴史的に、

1930 年までの内務省を中心とした「内地」
検閲と「植民地」検閲の二重制度、1945
年までの帝国全土における文化統制と文

学の総動員体制の成立、1945 年以降の日
米の二重権力による文化の再編成と「検

閲」の多極化、解放された旧植民地にお

ける韓米による「検閲」の維持と抵抗運

動といった時期や地域に区切りながら考

察する。  
 
3. 研究の方法  
「検閲」と文学言説の統制をめぐる超域

的文化研究を推進していくためには、ま

ず韓国やアメリカで検閲研究を進めてき

た研究者と連携し、国際的な会議での対

話を重ねる必要がある。歴史的地域的な

偏差に留意しながら研究を進める一方、

文学テクストを対象に検閲と文学言説の

統制をめぐる研究方法の再検討を合わせ

て行った。また検閲制度をめぐる膨大な

資料の読み込みとデータベース化、「改造」

や「中央公論」といった日本国内で発行

された雑誌や文学書の植民地への移動、

植民地における日本語文献の受容と販売

統制など、実地調査に基づく研究を行っ

た。  
 
4. 研究成果  
⑴研究のプロセス  
	 2012 年度は、内務省関係や旧植民地地
域の検閲関係資料の収集にあたる一方、

9 月に論文集編集に向けた企画会議と研
究会を開催。「日韓検閲国際会議	 亀裂・

痕跡・錯綜	 検閲の拡張と変容」と題し

た研究会を開催した。  
	 この会議と前日に行った打合せの会合

を通じて、互いの研究主題を確認し、歴

史的地域的な偏差に応じた検閲制度と文

学言説の統制をめぐる研究の方法的諸問

題の認識共有をはかった。さらにその後、

課題として浮上した問題点について、

2013 年度にかけて東京とソウルで頻繁
に連絡をとりあい、研究分担者である高

氏のソウル行きなどをへて協議を重ねた。

この結果、日本と韓国についての論点の

ずれや認識の重なり具合がより明確にな

った。同時に、こうした国際的な共同研

究と同時に検閲関連資料の収集と調査を

重ね、データの入力を行った。  



	 2014 年には、こうした研究会をへて、
日本側から紅野謙介・高榮蘭、韓国側か

ら鄭根埴（ソウル大学教授）、韓基亨（成

均館大学教授）、李恵鈴（同左）の編集に

よる論集『検閲の帝国	 文化の統制と再

生産』（新曜社、2014 年 8 月刊、478 頁）
を刊行した。この出版物の製作費につい

ては、日本大学文理学部学術出版助成の

補助を得て、内容的には本科学研究費補

助金および日本大学人文科学研究所共同

研究費をもとに重ねられてきた研究実績

をもとに作成した。韓国語論文の翻訳作

業に本補助金の一部も使用させていただ

いた。  
	 また刊行後の検証を兼ねて、8 月、ソ
ウルの成均館大学において合評会を開催、

韓国内の研究者のみならず、アメリカか

らも研究者が参加し、同書の達成点と今

後の課題について議論した。  
	 2016 年 2 月、ハングル語版『検閲の帝
国』がブルン歴史社より刊行。こちらは

全 646 頁に及ぶ大著となった。この完成
を記念して、3 月にソウルにて講演会を
開催。参加者を通して、問題点の確認と

可能性を議論した。なかでも中心となる

のは、戦後の日本韓国におけるアメリカ

の存在であり、またアメリカと結び着い

た日本、韓国それぞれの政府の協働「検

閲」制度の問題である。それぞれは異な

る思惑をもちながらも、結果的に戦後社

会における「検閲」制度を協働してつく

りあげることになった。それまでの目に

見える暴力的な「検閲」と異なり、自主

規制や自己検閲への指向を強くした目に

見えない「検閲」の成立と稼働の実態を

とらえる研究がますます必要になったこ

とを共有した。  
 
⑵共同研究の成果  
	 以下、成果となる紅野謙介・高栄蘭・

鄭根埴・韓基亨・李恵鈴編『検閲の帝国

──文化の統制と再生産』の部立てに即

して説明する。  
	 まず、第１部「検閲の拡張、揺れ、転

移」と題して、戦前日本における「内地」

の検閲と「外地」すなわち植民地の検閲

の二重基準について調査と考察を重ねた。 
①鄭根埴	 植民地検閲と「検閲標準」  
②紅野謙介	 文学を検閲する、権力を監

視する─中西伊之助と布施辰治の共闘  
③韓基亨	 「法域」と「文域」―帝国内

部における表現力の差異と植民地テク

スト  
④十重田裕一	 植民地を描いた小説と日

本における二つの検閲─横光利一『上

海』をめぐる言論統制と創作の葛藤  
⑤李鍾護	 検閲の相転移、｢親日文学｣と

いう過程  
⑥高榮蘭	 占領・民族・検閲という遠近

法─「朝鮮／韓国戦争」あるいは「分

裂／分断」、記憶の承認をめぐって  
	 これらの研究を通して、 1910〜 50 年
にかけて、日本と朝鮮半島の植民地時代

から朝鮮戦争への時期に、それぞれの検

閲制度は互いの接触する界面に「おいて

変化をとげ、転移ともいうべき相互に折

りたたまれた関係にあることを明らかに

した。  
	 ついて第２部の「検閲されるテクスト

と身体」では、個別のテクストやジャン

ルに強いられた検閲の痕跡を読み解くこ

ととなった。  
⑦金子明雄	 「風俗壊乱」へのまなざし

―日露戦後期の〈筆禍〉をめぐって  
⑧李恵鈴	 植民地のセクシュアリティと

検閲  
⑨内藤千珠子 	 目に見えない懲罰のよ

うに―1936 年、佐藤俊子と移動する女
たち  
⑩李承姫 	 植民地朝鮮における興行市

場の病理学と検閲体制─アリラン症候

群をめぐって  
⑪小平麻衣子 	 誰が演劇の敵なのか―

警視庁保安部保安課興行係・寺沢高信

を軸として  

⑫李旻柱 	 植民地朝鮮における民間新

聞の写真検閲に関する研究─『朝鮮出

版警察月報』と新聞紙面の対照分析を

中心に  
	 ここでは、政治思想ではなく、性風俗

に関わる検閲が、個々のセクシュアリテ

ィや性的規範にいかに働きかけたかを分

析し、それが小説一般の読書コードとど

のように結びついたかを明らかにした。

また、興行や演劇、写真などに検閲が残

した痕跡をたどることによって、当時の

人々が受けた暴力的なまでの力の結果を

たどることとなった。  
	 第３部は「アイデンティティの政治─

─検閲と宣伝の間」と題して、戦中から

戦後にかけて、検閲されたテクストがア

イデンティティの政治にいかに関わった

かを追究した。  
⑬五味渕典嗣	 ペンと兵隊―日中戦争期

戦記テクストと情報戦  
⑭鄭鐘賢	 ペテロの夜明け─植民地転向

小説と｢感想録｣の転向語り  



⑮榊原理智	 移動と翻訳─占領期小説の

諸相  
⑯林京順	 新たな禁忌の形成と階層化さ

れた検閲機構としての文壇  
⑰鳥羽耕史	 「原爆詩人」像の形成と検

閲／編集―峠三吉のテクストが置かれ

てきた政治的環境  
⑱藤井たけし	 ある『政治学概論』の運

命─ポスト植民地国家と冷戦  
	 ここでは、戦前戦中のテクストとその

文脈を扱った⑬⑭の論文の他に、敗戦後

に展開される日韓双方における情報統制

のありようや、戦後における「原爆詩人」

の表象の変遷、韓国の学術書がいかに歴

史的文脈によって改変されたかを検証し

た。  
	 合わせて「日韓検閲年表」（尾崎名津

子・孫成俊編）を作成。 19 世紀末から
1960 年代にいたる半世紀以上の歴史を
ふりかえり、相互の検閲をめぐる歴史的

な出来事がどのように交錯するかを、年

表形式で見えるようにした。  
	 こうした研究を実質的にコーディネイ

トし、共同の国際会議や研究会の開催を

通して、実現したのである。  
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